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第15回　作業療法ジャーナル研究助成・研究結果報告

「特別支援学校で働く作業療法士に必要とされる力―教員とのよりよい協働のために」
研究結果報告

芝崎律子氏
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研究を終えて
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芝　崎　律　子
（神奈川県立麻生養護学校，作業療法士）
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　第 15 回作業療法ジャーナル研究助成をいた
だいた「特別支援学校で働く作業療法士に必要
とされる力」の結果報告をさせていただきます．
　今回の研究では全国の 10 都道府県，3市の特
別支援学校で働く 34 人の OTの方々にインタ
ビューをさせていただくことができ，OTが特
別支援学校で自身の専門性を活かしながら子ど
の日常生活や学習活動の充実を目指し，教員と
共に子どもの支援を行っていることがわかりま
した．特別支援学校で常勤として働く OTを
「内部専門家」，特別支援学校で非常勤講師とし
て働くOT，特別支援学校に外部専門家として
かかわるOTを「外部専門家」として結果を比
較したところ，「内部専門家」は教員からの幅広
い相談に対応しながら校内での多岐にわたる業
務にかかわるジェネラリストとして，「外部専
門家」はそれぞれの専門性を活かし，児童生徒

への支援や研修講師等の業務を中心にスペシャ
リストとして働いていました．
　特別支援学校で働くOTには，「OTとしての
スキル」の他に，「コミュニケーション能力」，
「柔軟性」，「学校特有のスキル」が必要であるこ
とがわかりました．いずれも特別支援学校で働
くOTには欠かせない力ではありますが，内部
専門家では「学校特有のスキル」が，外部専門
家では「コミュニケーション能力」が特に重要
であることが示唆されました．
　現状ではOTが特別支援学校で働く機会は多
いとはいえませんが，OTが教育分野に参画す
る機会は広がっていると思われます．今後，子
どもたちへの支援をさらに充実させるために
も，さまざまな分野での臨床経験のあるOTが
特別支援学校にかかわることが期待されるので
はないかと考えています．
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